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4%ルールとは？
取り崩し率の考え方



Q

定率や定額などの
取り崩し率はどのように
考えたらいいんですか？



A

参考として「4%ルール」
があるので、まずは
理解をしてください。



定額取り崩しを何％で取り崩せばよいのか？

【アメリカのトリニティ大学】
・1998年に公開された研究（通称、トリニティ・スタディ）
・退職後の資産から、生活費を毎年取り崩ししながらできるだけ長く資産を長もちさせるためにはどうしたらよいか？
・1926年～１９９５年の７０年間を対象
・研究の方法： 過去のバックテストから、資産がなくならない割合を研究

①運用方法（米国の株式インデックスと米国の債券インデックスの組み合わせ）
②運用する期間（退職してから何年間）
③取り崩しする割合（資産に対して生活費は何％）

例）資産2000万円を定率4%で取り崩しをした場合、普通に考えると・・・25年で資産が0
2000万円×4%＝80万円を毎年取り崩しすると、2000万円÷80万円＝25年で資産0

運用しながら定率で取り崩しをするため、もっと資産が長持ちする



定額取り崩しを何％で取り崩せばよいのか？
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出典：トリニティ・スタディ

4%ルール

【表の見方】
株式50％かつ債券50%
3０年間取り崩し率4.0%ならば、
95％の確率で資産が尽きない

1926年～１９９５年までの70年
間には暴落相場も含まれている

さらに・・・
資産残高は中央値ベースで
8倍に資産が成長したデータも。
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トリニティ・スタディを進化させたもの。1871～2015年で資産を取り崩す場合、
取り崩し率と株式・債券の組み合わせで資産がなくならない確率を調査した結果

【表の見方】
株式100％かつ
６０年間取り崩し率4.0%ならば、
89％の確率で資産が尽きない

・株式比率が高い方が
資産の尽きない確率が高い

・取り崩し率が低い方が
資産の尽きない確率が高い

4%ルール

取り崩し率が3～4%程度が
合理的な取り崩し比率



全世界の定額取り崩し

出典：「The Sustainability of (Global) Withdrawal Strategies」（SSRN）

1990年～2019年の30年間に、
各取り崩し率（IWR）で30回取り崩しするとき
資産がなくならないで済む確率

🔶IWR：
最初の取り崩し率（実質定額取り崩し）

例）資産1000万円でIWR4%の場合
１年目は、1000万円×4%=40万円取り崩し
２年目からは、40万円＋インフレ分取り崩し

🔶F：失敗率

全世界株式の場合も
株式の比率が高くなれば、成功確率が高くなる



定率で資産を4%取り崩す『4%ルール』

4%ルール ・株式のリターン：平均約7%
・債券のリターン：平均約4%
・50:50でポートフォリオを組む場合は、平均(7+4)/2=平均約5.5%

現実的に、将来のモノの値段は上がるためお金の価値が減ってしまう。

インフレ率1.5%とすると、
ポートフォリオの実質リターンは
5.5% - 1.5% = 平均約4%（4%ルールの根拠）

超長期的に考えると、
毎年平均4%の利回りに対して、毎年資産残高の4%の定率で取り崩すとお金は減らない。
しかし、資産残高は日々変動するため、毎年決まった金額が使えるわけではないので注意

定額も定率も4%ルールだが、
実際には取り崩し方が違う
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